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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アルギニンバソプレシンの受容体として機能します。この受容体は、AVPR1B、V2R、OXT受容体を含むGタンパク質共役受容体のサブファミリーに属します。その活性は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを刺激するGタンパク質によって媒介されます。この受容体は、細胞の収縮と増殖、血小板凝集、凝固因子の放出、グリコーゲン分解を媒介します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：アルギニンバソプレシン受容体。この受容体の活性は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質によって媒介されます。親和や愛着を含む社会行動に関与している。,その他：脳内の受容体発現の地域差や社会行動の差異は、AVPR1Aの5'隣接領域に存在する非常に変異性の高い反復配列に起因する可能性がある。そのような対立遺伝子変異の一つは自閉症と関連付けられている。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;血管平滑筋収縮;
	画像データ
	

	AVPR1Aウサギポリクローナル抗体（1:500希釈、4℃、一晩）を用いたマウス肺細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）

